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地域おこし協力隊での任用に至った経緯

※雄武町地域おこし協力隊（ＩＣＴ支援員）募集要項
ＩＣＴ支援員を採用したかったが、町の
ホームページ掲載などの一般的な募集で
は、なかなか採用に結びつかない状況が
考えられた

特別交付税措置があることも鑑み、
「地域おこし協力隊」の枠組みを活用し、
令和３年４月採用として募集
なお地域おこし協力隊の募集については、他職種
（観光支援員、地域の拠点活動支援員）も同時に募
集。募集業務はノウハウと実績を持った専門業者へ
委託

募集期間は令和２年10月～令和３年３月
ＩＣＴ支援員は１名募集で２件応募あり



採用したＩＣＴ支援員について

※2021年９月号 雄武町広報紙から

◆ 岐阜県出身で立命館大学卒業
（大学では情報メディア学を専攻）

◆ 元々はシステムエンジニア

◆ これまでの経歴において、大きく分けると
「海外」「ＩＴ」「教育」に携わっており、
過去にガーナでのＩＣＴ科教員や、
ギニアでのＩＣＴコンサルタントなどを歴任

◆ 応募前は、コロナ禍により地元（岐阜県）に
戻っていた

◆ 自身のスキルを活かしつつ、環境をガラッと
変えたいと考えていた時に当町の募集を知り、
応募に至る



支援員の日々の業務（主なもの）

◆ 児童・生徒、教職員がＩＣＴ機器をスムーズに使えるようにするアドバイスやサポート

◆ 授業中の教職員の補助やトラブル対応

◆ 情報発信（雄武中学校ＩＣＴ通信の発行）

雄武中学校ＩＣＴ通信



支援員が特に心掛けていること

支援員がいることで、何か知りたいことがあればすぐに聞ける、
トラブルへの迅速な対処、トラブルの原因究明が早い、
教職員全体に必要なことを知らせてくれるなど、助かること多数！

※ 教育委員会としては、これらにより
教職員がＩＣＴ活用に前向きになれると考えている。

◆ 教職員が授業中の児童生徒の様子をイメージできるよう、自身の経験や他校での事例を踏まえ
具体的に提案する

◆ ＩＣＴ支援員不在時でも教職員が対応できるよう、資料やマニュアルを形として残す

◆ あくまでサポートするという立場であるため、教職員や児童生徒とは程よい距離感を保つ

◆ 授業があってのＩＣＴ活用であり、ＩＣＴ活用ありきの授業にならないこと（を意識する）



その他

◆ 雄武町の学校教育を推進するための組織
町内小中学校の教職員、北海道雄武高等学校の教職員、教育委員会事務局職員で構成

◆ 本協議会には複数の特別委員会を設置し、そのひとつが「ＩＣＴ活用委員会」
年３回程度の開催で、ＩＣＴ支援員も参加

◆ タブレット端末の活用の仕方、学習アプリの活用の仕方を中心とした意見交換や情報交換を実施

（１）「雄武町学校教育振興推進協議会（略して“雄教振”）」の取組

現在、支援員が１名なので、２名体制としたい

⇒ 現在の支援員は中学校常駐としているが、小学校３校も含め、２名体制としたい
⇒ 「地域おこし協力隊」として現在募集中

（２）今後の展望について


